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§１．研究開発実施体制  

 

（１）「菅野 PL」グループ（東京大学） 

① 研究開発代表者：菅野 太郎 （東京大学大学院工学系研究科、准教授） 

② 研究項目 

・災害復旧・業務継続シミュレーションモデルおよびシミュレーションの高度化 

・説明性を有した最適化アルゴリズムのプロトタイプ開発 

・訓練シナリオ作成手法の探索・プロトタイプ開発 

・開発手法の検証および本格研究に向けた研修・訓練応用の探索 

（２）「石田」グループ（日本赤十字看護大学） 

① 主たる共同研究者：石田 千絵 （日本赤十字看護大学看護学部、教授） 

② 研究項目 

・リソース中心 BCPモデルの改良と検証 

・地域医療・看護の BCP準備状況に関する現状調査 

 

§２．研究開発成果の概要  

昨年度探索・開発した災害対応および業務継続に関するシミュレーションモデルおよびシミュレー

ションプロトタイプを拡張・改良し、実務内容・コンテキストをより忠実に反映したシミュレーションモ

デル・シミュレーションの開発に取組んだ。具体的には、災害拠点病院で実施された多数傷病者

受入れ訓練の観察・データ収集および実務者に対するヒアリングを行い、シミュレーションモデルの

修正改良と検証を行った。また、昨年度開発した対話型因果モデリング手法を、ライフラインと活動

間の相互依存性の抽出、形式化に適用し、モデリング支援の有効性を検証した。併せて、災害復

旧手順の最適化アルゴリズムの改良を行った。昨年度開発した手法に実務者の災害対応・業務継

続に関する経験知・経験則を統合することによって、説明性を有する復旧手順最適化手法を試作

した。さらに、シミュレーションを活用した訓練応用に向けて、訓練シナリオの自動生成技術の開発

にも取り組んだ。実務者の災害対応・業務継続に関する既知の経験知・経験則が効果的でないシ

ナリオを探索することによって、対応困難かつ説明性を有する訓練シナリオを自動生成する手法を

試作した。災害対応・業務継続モデリングの理論的基盤となるリソース中心の BCP枠組みの拡張・

改良および実用性の検証を行った。訪問看護事業所・介護施設を対象としたリソース中心の BCP

作成セミナー・ワークショップを複数回実施し、問題の抽出および検証を行った。また、地域包括支

援センターを対象に地域医療・看護における業務継続計画策定の準備状況およびそれに関する

問題点、ニーズ調査を行った。 
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